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ら,一方で踊念仏を行う者は ｢こ ろゝこま｣に ｢はね｣｢をど｣ることで,
｢個としての私の深み｣へと降り,そこで ｢社会 ･世界 ･宇宙の全体的な構
造の中｣で生きる自分を確認していく｡そして,踊念仏を ｢踊るもの｣-






















































































































































































































































































29) ｢小田切｣と ｢片瀬｣の間に位置する ｢第五｣の冒頭部分 (弘安二年 佐
久郡)には,次のような記述がある｡｢数百人をどりまはりけるほどに,板
敷ふみおとしなどしたりけるを･-｡｣この記述から,乱舞の状態を想起する
ことは十分に可能だろう｡なお,この ｢板ふみおとし｣た後の状況は聖絵巻
五に措かれており,踊念仏を終えて ｢日常｣へと戻った人目の姿も措かれて
いる｡なお,既述のように黒田日出男はこの場面も踊念仏の草創期と位置づ
けている｡
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